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公益財団法人高松市学校給食会令和２年度事業報告 

 

１ 概  況 

 

（１）学校給食事業（公益目的事業） 

本会が公益目的事業として実施する、学校給食物資の安定的な調達・配給事業、学

校給食を通じた食育推進事業及び学校給食の普及充実・調査研究事業を推進すること

により、学校給食の円滑な実施及び充実発展に努め、学校教育における食育の推進を

支援することにより、子どもの心身の健全な発達並びに市民の豊かな食生活の実現に

努めた。 

 

ア 学校給食物資の安定的な調達・配給事業 

国の学校給食摂取基準に基づき、必要なエネルギー、栄養素、食物繊維等を、バ

ランスよく摂取できるよう前年度に実施した献立での状況を勘案しつつ、県産や旬

の食材をできる限り献立に取り入れるため、その調達や経費、調理方法、調理時間

等を検討して１か月ごとの献立を策定し、献立委員会の意見を踏まえ決定した。 

また、献立の実施に必要な安全・安心な物資を、安定的かつ安価に調達するため、

物資納入登録業者に調達予定量を提示し、給食実施月の１か月前までに物資の見積

価格及び栄養成分、原材料の産地、アレルギー物質２８品目の有無、製造工程、細

菌及び放射能検査結果等の資料提出を求め、物資購入委員会において成分割合、含

有アレルギー物質、産地、価格などをチェックし、サンプルの試食を行った上で採

用する物資を決定した。 

さらに、給食実施日の各学校や調理場に必要な物資は、学校給食管理システムに

より各学校で入力した学年別の人数に基づき、実施２週間前に契約業者に発注し、

最終３日前までに学校からの数量変更を確認することにより、安定的かつ堅実な物

資の配給を確保した。 

また、原材料の産地が１都１６県である青果や海産物等について関係官庁等で発

表される放射能検査結果情報を収集し、その安全性の確認を行った。 

なお、新型コロナウイルス感染症対策により、令和２年４月１３日から５月２２

日の２６日間の給食が急遽中止となり、契約している物資並びに既に調理場へ納品

されていた未使用の物資については、再開した令和２年５月２５日以降で使用した

が、一部の食品は消費期限又は賞味期限内での喫食ができなかったため、廃棄処分

を行った一方、国産農林水産物等販売促進緊急対策事業の一環として、オリーブ牛、

オリーブ地鶏、県産はまち、讃岐さーもん、たこ、味付けのり、焼きのりの無償提

供を受け、給食として提供したほか、ＪＡ香川県から希望した学校にいちごの無償

提供を受けた。 

 

イ 学校給食を通じた食育推進事業 

地場産物を積極的に取り入れるため、野菜では、キャベツ・たけのこ・かぶ・金



- 2 - 

 

時人参・グリーンアスパラガス・オクラ・まんば・食べて菜・小松菜・ズッキーニ・

冬瓜・ブロッコリー・ロメインレタスなど、水産物では、はまち・たこ・舌平目・

はも・小えび・小いわし・海苔・煮干し・上乾ちりめんなど、その他、うどん、は

ちみつ、レモン果汁、おろしにんにくなどの地場産物を食材に使用した献立を作成

するとともに、みかん・清見オレンジ・ネーブルオレンジ・はるみ・キウイフルー

ツ・梨・柿などの県産果物のデザートや、県産のお茶を使用した揚げパン、和三盆

糖・希少糖などを提供し、季節を感じる献立や県産の食材についての知識が深まる

よう努めた。 

また、「ばらずし」、「さつまいものあげもん」、「しっぽくうどん」、「うちこみ汁」、

「いりこめし」、「まんばのけんちゃん」、「あん餅雑煮」などの郷土料理や、「年明け

八菜うどん」、「月菜汁」などを献立に組み入れ、児童・生徒が郷土に関心を寄せる

心を育むとともに、地域の食文化の継承につながるよう努めた。 

さらに、高松市の姉妹都市であるアメリカ合衆国のセント・ピーターズバーグ市、

フランス共和国のトゥール市、友好都市である中華人民共和国の南昌市にちなんだ

献立として「スラッピージョー」、「鶏肉のフリカッセ」、「ホイコーロー」など外国

料理等も取り入れ、食に関する広い知識を養えるよう努めた。 

加えて、高松市ＰＴＡ連絡協議会主催「食べてんまいコンテスト」において特別

賞を受賞したレシピを、給食用にアレンジした「いなりずし丼」を献立に組み入れ

た。 

 

ウ 学校給食の普及充実・調査研究事業 

地場産物の利用促進に向けた検討会で、地場産物の更なる活用策について、香川

県農業協同組合や高松市中央卸売市場青果学校給食部と意見交換を行った。 

年間３回開催していた給食試食会は、新型コロナウイルス感染症の拡大防止を図

る観点から、３回とも中止するとともに、給食物資納入業者の施設検査も併せて中

止した。 

また、給食費検討委員会も開催しなかった。 

 

（２）法人事業 

公益目的事業である学校給食事業を行う公益財団法人として、法人の適切な維持、

運営を行うため、令和元年度事業報告及び決算並びに辞任届が提出された理事 1名の

後任の選任について定時評議員会に諮り、承認を得るとともに、通常理事会において、

令和元年度事業報告及び決算、令和３年度事業計画及び収支予算等について、また、

理事会の書面決議により、代表理事、業務執行理事の選定、育児・介護休業等に関す

る規程及び職員給与規程の一部改正等について、それぞれ承認を得た。 

なお、令和３年３月の第２回通常理事会において、定款第２８条第３項の規定に基

づき、理事長、副理事長及び常務理事が職務の執行状況について報告した。 
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２ 理事会、評議員会等 

（１）令和２年度に開催した理事会 

開催日

令和2年5月18日 第１号議案 公益財団法人高松市学校給食会令和元年度事業報告について

（　通　常　）
第２号議案 公益財団法人高松市学校給食会令和元年度決算について

第３号議案 公益財団法人高松市学校給食会令和元年度収支差額金の処理について

第４号議案 公益財団法人高松市学校給食会委員会委員の選任について

第５号議案 公益財団法人高松市学校給食会令和２年度定時評議員会の招集について

第６号議案 公益財団法人高松市学校給食会常務理事の選定について

令和2年6月17日 第７号議案
公益財団法人高松市学校給食会給食費検討委員会委員の選任について
（書面決議）

第８号議案
公益財団法人高松市学校給食会常務理事の選定について
（書面決議）

令和2年11月30日 第９号議案
公益財団法人高松市学校給食会育児・介護休業等に関する規程の一部改正について
（書面決議）

第１０号議案
公益財団法人高松市学校給食会職員給与規程の一部改正について
（書面決議）

令和3年3月22日 第１１号議案 公益財団法人高松市学校給食会令和３年度事業計画（案）について

（　通　常　）
第１２号議案 公益財団法人高松市学校給食会令和３年度収支予算（案）について

第１３号議案 公益財団法人高松市学校給食会委員会規程の一部改正について

議　　　　　　　案

 

 

 

（２）令和２年度に開催した評議員会 

開催日

令和2年6月17日 第１号議案 公益財団法人高松市学校給食会令和元年度決算について

（　定　時　）
第２号議案 公益財団法人高松市学校給食会令和元年度収支差額金の処理について

第３号議案 公益財団法人高松市学校給食会理事の選任について

第４号議案 公益財団法人高松市学校給食会定款の一部改正について

議　　　　　　　案
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（３）役員等に関する事項 

 

  ア 理事及び監事 

（令和２年６月１７日現在）

役　職 氏　名 現　職

理　事　長
（代表理事）

葛　西　優　子  高松市ＰＴＡ連絡協議会相談役

副理事長
（業務執行理事）

糸　目　百合香  高松市立木太北部小学校長

常務理事
（業務執行理事）

髙　木　成　明  高松市教育委員会保健体育課長

理　　事

山　田　士　郎  高松市ＰＴＡ連絡協議会会長

理　　事 眞　鍋　正　博  高松市医師会理事

理　　事 山　根　弘　司  元高松市立太田小学校栄養教諭

監　　事 岩　部　達　雄  税理士

監　　事 川　上　敬　吾  高松市教育委員会学校教育課長

  

 

 イ 評議員 

（令和２年６月１７日現在）

役　職 氏　名 現　職

評　議　員
（会長）

樽　谷　佳　樹  高松市ＰＴＡ連絡協議会相談役

岩　田　吉　隆  前高松市学校給食会事務局長

評　議　員 増　田　　　聖  高松市立国分寺中学校長

評　議　員

評　議　員 落　合　英　寿  高松市ＰＴＡ連絡協議会相談役

評　議　員 堺　　　美　枝  高松市立檀紙小学校長

評　議　員 小早川　龍　司  弁護士
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（４）職員 

（単位：人）

　 職種　

　年度

１ ０ ０ ２ ２ ５

１ ０ ０ ２ ２ ５

０ ０ ０ ０ ０ ０

令 和 2 年 度

増 減

臨　時

令 和 元 年 度

計事務局長 次　長 主　事 職　員

   
 

 

３ 事業 

（１）給食費  

（単位：円）

学校

費目 低 学 年 中 学 年 高 学 年

３７ ４０ ４４ ４９ ５３

１４５ １５７ １７０ １８１ １９９

５６ ５１ ５１ ５１ ５１

１ １ １ １ １

２３９ ２４９ ２６６ ２８２ ３０４

中 学 校幼稚園

計

主 食 費

副 食 費

牛 乳 費

事 務 費

小 学 校

 
（注）平成３０年４月１日から給食費（１食当たり）の改定を実施した。 

 

 

（２）対象学校等 

区　　分 学　　　校　　　名 備　考

小 学 校 新 番 丁 小 学 校 ほ か 48 校

中 学 校 桜 町 中 学 校 ほ か 23 校

幼 稚 園 川 岡 幼 稚 園 ほ か 10 園

計 81 校・園

校　　数
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（３）年間実施延食数 

（単位 ： 食）　

低学年 1,344,803 1,342,582 2,221 100.17%

小学校 中学年 1,370,939 1,372,537 △ 1,598 99.88%

高学年・教職員等 1,758,261 1,732,998 25,263 101.46%

1,898,866 1,854,655 44,211 102.38%

63,805 73,771 △ 9,966 86.49%

6,436,674 6,376,543 60,131 100.94%

増  減 前年度対比区　　分

合　計

幼 稚 園

中 学 校・教職員等

令和2年度 令和元年度

 
 

 

（４）会議の開催 

（ア）献立草案検討会     １１回 

（イ）献立原案作成部会    ２２回 

（ウ）献立委員会       １１回（うち 1回は書面による） 

（エ）物資購入委員会     １１回 

 

 


